



















































































































































	表紙
	中表紙
	目次
	序文
	1. 要請の内容と協力の背景
	1.1 メキシコの鉄道概要
	1.2 メキシコの鉄道の近代化計画
	1.3 電化計画
	1.4 協力要請の経緯

	2. 要請業務と実施業務の範囲
	3. 業務項目別目標設定と達成及び具体的成果
	3.1 フランスが作成したスペックのコメント
	(1) 機関車について
	(a) 勾配起動条件の規制
	(b) 補助回路方式について
	(c) 冷却用補機
	(d) その他

	(2) き電方式・変電所
	(a) き電方式について
	(b) き電系統の基準絶縁について
	(c) 変電所の遠制方式

	(3) 電車線路
	(4) 信号設備
	(a) 軌道回路について
	(b) ATS
	(c) 電気転てつ器の電源について

	(5) 通信設備
	(a) 伝送路
	(b) ケーブルの構造
	(c) 駅中間電話の電源
	(d) 誘導の条件について

	(6) 車両検修

	3.2 入札書の評価
	(1) 全体構成について
	(2) 技術的評価
	(3) 経済的評価

	3.3 電化工事の工程調整
	3.4 工事現場での直接指導
	3.5 教科書の作成
	3.6 通信誘導対策の指導
	3.7 交流電化のき電回路の電圧降下の計算法
	3.8 信号高圧配電システムの検討
	3.9 その他の主な技術指導実績
	(1) 電気機関車の制御
	(2) 通信ケーブルの埋設指導
	(3) 立体交差の架線方式の指導
	(4) 光ファイバー通信システムの指導
	(5) 保守体制の指導
	(6) パーソナルコンピューターの取扱い方の指導
	(7) 信号設備に関する指導
	(8) ポリ塩化ビフエニール(PCB)の取り扱いについての指導
	(9) 新幹線車両技術に関する指導
	(10) 自動信号に関する指導
	(11) 電車線設備の指導
	(12) き電回路インピーダンスの計算方法の指導
	(13) 送電線，電車線路および弱電線回路の間の誘導電圧の検討
	(14) その他

	3.10 電化セミナーの開催
	3.11 技術協力の評価

	4. 業務と技術移転の実際例
	4.1 電化技術の技術移転
	(1) 変電機器の国産化
	(2) 電車線路の国産化
	(3) 信号機器の国産化
	(4) 通信設備の国産化
	(5) 車両の国産化
	(6) 車両検修設備の国産化

	4.2 システム運営技術の導入
	(1) 機関車修繕の抜本的改革
	(2) 列車運行に対する管理体制の強化
	(3) 近代化設備の保守運営的実施
	(a) 電車線路、変電所
	(b) 電力指令
	(c) 信号・通信
	(d) 技術融合
	(e) 保守体制の確立
	(f) 電化開業に対する組織と活動


	4.3 電化の計画
	(1) 経済的効果…輸送コストの低減
	(a) 動力費
	(b) 車両保守費
	(c) 車両の運用効率
	(d) 高けん引力による生産性

	(2) サービスの向上
	(a) スピードアップ
	(b) フリクエンシー

	(3) 社会的効果
	(a) 省エネルギー
	(b) 地域開発効果
	(c) 生産誘発効果

	(4) 経済面からみた電化の範囲

	4.4 業務及び技術環境と円滑な協力実施のための条件

	5. 提言
	5.1 意欲のある人を派遣すること
	5.2 派遣中の実績を評価すること

	裏表紙

